
本年2月7日（木）、ウィリング横浜12階において
「第27回港南区社会福祉大会」が、約180名の参加者
のもとで開催されました。
第１部では、特に地域で活発に社会福祉の増進に貢

献された個人および団体に対し、港南区社会福祉協議
会会長・港南区長が感謝状を贈呈し、感謝の意を表し
ました。
第２部では「拡がる地区社協活動と活動者の輪」をテ
ーマにコーディネーターに横浜国際福祉専門学校校長
豊田 宗裕氏をお迎えし、パネルディスカッションを行
いました。はじめに、日野第一地区社会福祉協議会か
ら「拠点を利用した地区社協活動の拡がり」について、
横浜市内で初めての“連合町内会館”の建設にいたる経
緯や現在の活動状況、今後の取り組みについて発表が
ありました。次に、昨年全国社会福祉協議会会長表彰、
社会福祉協議会優良活動表彰を受章した、ひぎり地区
社会福祉協議会からは「福祉ネットワーク事業10周年
の軌跡と今後の展望」について、福祉ネットワーク事業
の立上げから、事業展開のなかで見えてきた問題とそ
の解決にいたるまでの発表がありました。
最後に、港南区社会福祉協議会からは昨年９月から

６回実施しました「地域活動ボランティア説明会」を報
告しました。
参加された方々の熱心に聞き入る姿が印象的でした。
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●●港南区社会福祉協議会広報委員●●
大橋　巌、新井淑雄、太田淑子、原嶋美智子、清水
喜代美、高橋　武、稲葉幾代、田中健三、小笠原隆

送迎車両が
新しくなりました！

港南区社会福祉協議会では、電車やバスなど、通常
の交通機関では外出が難しい高齢者や障害のある方に
対し、地域のボランティアによる移送サービスを実施
しています。自家用車と区社協所有の車輌を使用して
のサービスですが、平成19年12月、みなさまの共同

募金の配分金により、車いす
に対応する車輌を購入し、送
迎サービス開始（平成5年）か
ら14年間利用していた車輛
と入れ替えました。

平成19年10月1日から実施されました赤い羽根共同
募金・年末たすけあい募金の結果は次のとおりです。
ご協力いただいたみなさまからのあたたかいお気持

ちに心より感謝いたします。（平成20年2月29日現在）

赤い羽根共同募金 15,747,552円
年末たすけあい募金 5,287,526円

合　　計 21,035,078円

■平成19年度赤い羽根共同募金実績
戸別募金 168件 13,633,843円
街頭募金 4件 594,479円
法人募金 76件 758,499円
学校募金 1件 3,167円
職域募金 1件 13,280円
その他の募金 158件 744,284円
合　計 408件 15,747,552円

神奈川県共同募金会を通じて、平成20年度に県内
の施設や団体に配分されます。

■平成19年度年末たすけあい募金実績
戸別募金 183件 3,446,002円
街頭募金 1件 126,189円
学校募金 1件 3,168円
職域募金 1件 13,280円
その他の募金 155件 1,698,887円
合　計 341件 5,287,526円

港南区社会福祉協議会を通じて、申請のあった
区内の団体・活動に次のとおり配分いたしました。

高齢者支援事業 6件 270,000円
障害児者支援事業 5件 153,500円
障害者地域作業所 7件 420,000円
小規模通所授産施設 3件 180,000円
地域活動ホーム 3件 120,000円
グループホーム 6件 239,000円
地区社協活動助成 31件 2,957,740円
事務費 1件 80,265円
合　計 62件 4,420,505円
※実績額から配分額を引いた867,021円については翌年度
の事業費に留保します。

平成19年5月1日から日本赤十字社港南区地区委員
会に寄せられた社資の結果は次のとおりです。ご協力
ありがとうございました。 （平成20年2月29日現在）

社資総額 …………………………………………13,860,964円

日本赤十字社県本部に送金し、国内外の救援活動
や区内の救急法講習会の開催、羅災世帯への災害見
舞金に充てられます。

パーティーや打合せに
ぜひ、ご利用ください。

※事前にご予約してください。

十勝小豆コーヒーフロート ……………………………… 380円
小豆ゼリー抹茶ソース …………………………………… 300円
コーヒーフロート ………………………………………… 300円
ランチメニュー …………………………………………… 700円
※パスタまたはピラフセット（サラダ、フルーツ、お飲み物付き）

社協だより　こうなん 第53号 平成20年3月

◎この広報紙は、赤い羽根共同募金の配分金により作成しています。

（氏名・団体名等は同意を頂いた受章者のみ掲載しています。敬称略　アイウエオ順）

■ボランティア活動功労
（個人）飯塚美佐子、漆原誠司、大越博子、及部みどり、

加藤八重子、黒木文夫、佐藤昌子、塩沢芳子、菅
原晃子、須斉サチ子、廣瀬和惠、福田絹子、布施
淳子、松永光枝、森　さと、渡辺みち子他２人

（団体）ありの会、県立永谷高等学校PTA成人委員会、
港南音訳ボランティアいとでんわ、港南区手話
サークル「たけの子」、港南区精神保健ボランテ
ィアグループ With、コスモス、すずかけの会、
戸塚美容組合、永谷コスモスボランティア、ば
らの会、横浜YWCA、横浜雙葉学園父母の会

■地域活動功労
（個人）大住米子、金澤　勇、栗原亮一、利根川和代、

早速　晋、姫野成示、我妻浩一
（団体）ななの会

■金品寄付活動功労
株式会社　森川商会

港南区社会福祉協議会会長・港南区長感謝受章者名簿

第27回港南区社会福祉大会を開催
拡がる地区社協活動と活動者の輪
～ふだんのくらしをしあわせに～

第27回港南区社会福祉大会を開催
拡がる地区社協活動と活動者の輪
～ふだんのくらしをしあわせに～

平成19年度　赤い羽根共同募金運動

平成19年度　日本赤十字社社資募集運動

表彰の様子

パネルディスカッションの様子

送　迎
サービス
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会員相互の
ネットワーク活動で
ささえられて
います！

●　特別賛助会員　●
本会の趣旨や事業に賛同し、社協事業を財

政面で支えていただける個人の皆様や企業・
団体になっていただく会員です（年間）。

●　世帯賛助会員　●
自治会・町内会を通じて、一世帯あたり年

間50円の協力費をいただいています。区社
協運営の財源となります。

第9種会員
学識経験者

〔2名〕

第8種会員
社会福祉関係
行政機関
〔3名〕

第7種会員
その他社会福祉
に関係ある団体
〔10団体〕

第6種会員
ボランティア団体

〔38団体〕

第5種会員
障害者団体等当
事者団体
〔22団体〕

第4種会員
自治会・町内会

〔174団体〕

第3種会員
地区社会福祉
協議会
〔15団体〕

第2種会員
民生委員児童委員

〔250名〕

第１種会員
公私社会福祉事
業施設及び団体
〔39団体〕

（平成20年２月末現在）

第1種 公私社会福祉事業及び団体………………39団体
・特別養護老人ホームや介護老人保健施設など高齢者の施設
・保育所や乳児院、児童養護施設などの児童に関わりのある
施設
・障害者授産施設や更生施設など障害者に関わりのある施設
・在宅介護の支援や地域交流事業を行う地域ケアプラザなど

第2種 民生委員児童委員 …………………………250名
・民生委員児童委員
・主任児童委員

第3種 地区社会福祉協議会 ………………………15団体
・各地区連合町内会エリア単位で活動している地区社会福祉
協議会

第4種 自治会・町内会……………………………174団体

第5種 障害者団体等当事者団体…………………22団体
・障害児者の当事者や支援者で活動している団体
・障害児地域訓練会や余暇活動グループ
・障害者の地域作業所・グループホームや活動ホーム
・介護者の会や子育てサークルなどの当事者グループ

第6種 ボランティア団体 …………………………38団体
・各種ボランティアグループ
・ホームヘルプや食事サービス、デイサービス、子育て・高
齢者・障害児者支援活動している市民団体やNPO法人団体

第7種 その他社会福祉関係ある団体……………10団体
・第1種から6種に属さない福祉保健に関係ある団体
（例えば、子ども会連絡協議会、シルバークラブ連合会、
保健活動推進委員会、女性団体連絡協議会、医師会、共同
募金会、日赤など）

第8種 社会福祉関係行政機関 ………………………3名
・社会福祉協議会の運営に関わる所属部署の関係者

第9種 学識経験者 ………………………………………2名
・社会福祉事業に関わる学校長や大学教授・講師など

区社協の会員団体に参加しませんか？
●手続きは？
入会は団体・施設単位を原則とします。
入会に必要な書類を送付させていただきますのでご連絡く
ださい。お申し込み後、理事会の承認を得て、入会の手続き
が完了します。

●メリットは？
①異業種交流のネットワークに参加する機会を得ることがで
きます。

②情報誌やお知らせ等により、様々なインフォーマル情報を
得ることができます。部会や分科会を通じて、区社協事業
に参画することができます。

③助成金情報など、活動・運営の支援を得ることができます。

社会福祉法人
横浜市港南区社会福祉協議会
社会福祉協議会（社協）とは、「住み慣れた町でいつまでも安心し
て暮らしていきたい」、誰でもが持っているそんな願いを実現する
ために、地域で福祉活動にたずさわっている様々な団体が「会員」
となり、知恵と力と資金を出し合って活動している民間団体です。

正会員の各種別

当事者団体部会
障害児者当事者団体
子育て支援者当事者団体
介護支援者当事者団体

■　各部会　■

地域福祉関係団体部会
住民主体の地域福祉活動を推進して
いる分科会で構成します。

①地区社協分科会
②民生委員児童委員分科会
③自治会・町内会分科会
④ボランティア団体分科会
⑤福祉関係団体分科会
⑥住民参加型等市民活動団体分科会

学識経験者部会
学識経験者

専門機関部会
専門的立場から福祉・医療サ

ービスを提供する分科会で構成
します。

①高齢者施設分科会
②児童施設分科会
③障害者施設分科会
④地域支援施設分科会
⑤専門機関分科会

■　正会員　●正会員は活動分野ごとに第１種～第９種までに分かれています。
また、いずれかの部会や分科会に所属します。

分科会で検討されたことや
意見を部会へ提出します。部
会ではこれらのことの検討を
深め、理事会・評議員会に提
出できる機能を持ちます。
理事会・評議員会で決定

した事項については、部会・
分科会にフィードバックさ
れます。

理事会・評議員会

各部会・分科会から選出された
代表で構成されます。
理事11名　評議員23名



本年2月7日（木）、ウィリング横浜12階において
「第27回港南区社会福祉大会」が、約180名の参加者
のもとで開催されました。
第１部では、特に地域で活発に社会福祉の増進に貢

献された個人および団体に対し、港南区社会福祉協議
会会長・港南区長が感謝状を贈呈し、感謝の意を表し
ました。
第２部では「拡がる地区社協活動と活動者の輪」をテ
ーマにコーディネーターに横浜国際福祉専門学校校長
豊田 宗裕氏をお迎えし、パネルディスカッションを行
いました。はじめに、日野第一地区社会福祉協議会か
ら「拠点を利用した地区社協活動の拡がり」について、
横浜市内で初めての“連合町内会館”の建設にいたる経
緯や現在の活動状況、今後の取り組みについて発表が
ありました。次に、昨年全国社会福祉協議会会長表彰、
社会福祉協議会優良活動表彰を受章した、ひぎり地区
社会福祉協議会からは「福祉ネットワーク事業10周年
の軌跡と今後の展望」について、福祉ネットワーク事業
の立上げから、事業展開のなかで見えてきた問題とそ
の解決にいたるまでの発表がありました。
最後に、港南区社会福祉協議会からは昨年９月から

６回実施しました「地域活動ボランティア説明会」を報
告しました。
参加された方々の熱心に聞き入る姿が印象的でした。
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■営業時間　10時30分から18時 ■定休日 日・祝日、年末年始
■所 在 地　上大岡西1-6-1オフィスタワー4階
■電　　話　847-5122

横浜市港南区連合町内会　平成20年度　承認第25号
古紙配含率70％の再生紙を使用しています。

●●港南区社会福祉協議会広報委員●●
大橋　巌、新井淑雄、太田淑子、原嶋美智子、清水
喜代美、高橋　武、稲葉幾代、田中健三、小笠原隆

送迎車両が
新しくなりました！

港南区社会福祉協議会では、電車やバスなど、通常
の交通機関では外出が難しい高齢者や障害のある方に
対し、地域のボランティアによる移送サービスを実施
しています。自家用車と区社協所有の車輌を使用して
のサービスですが、平成19年12月、みなさまの共同

募金の配分金により、車いす
に対応する車輌を購入し、送
迎サービス開始（平成5年）か
ら14年間利用していた車輛
と入れ替えました。

平成19年10月1日から実施されました赤い羽根共同
募金・年末たすけあい募金の結果は次のとおりです。
ご協力いただいたみなさまからのあたたかいお気持

ちに心より感謝いたします。（平成20年2月29日現在）

赤い羽根共同募金 15,747,552円
年末たすけあい募金 5,287,526円

合　　計 21,035,078円

■平成19年度赤い羽根共同募金実績
戸別募金 168件 13,633,843円
街頭募金 4件 594,479円
法人募金 76件 758,499円
学校募金 1件 3,167円
職域募金 1件 13,280円
その他の募金 158件 744,284円
合　計 408件 15,747,552円

神奈川県共同募金会を通じて、平成20年度に県内
の施設や団体に配分されます。

■平成19年度年末たすけあい募金実績
戸別募金 183件 3,446,002円
街頭募金 1件 126,189円
学校募金 1件 3,168円
職域募金 1件 13,280円
その他の募金 155件 1,698,887円
合　計 341件 5,287,526円

港南区社会福祉協議会を通じて、申請のあった
区内の団体・活動に次のとおり配分いたしました。

高齢者支援事業 6件 270,000円
障害児者支援事業 5件 153,500円
障害者地域作業所 7件 420,000円
小規模通所授産施設 3件 180,000円
地域活動ホーム 3件 120,000円
グループホーム 6件 239,000円
地区社協活動助成 31件 2,957,740円
事務費 1件 80,265円
合　計 62件 4,420,505円
※実績額から配分額を引いた867,021円については翌年度
の事業費に留保します。

平成19年5月1日から日本赤十字社港南区地区委員
会に寄せられた社資の結果は次のとおりです。ご協力
ありがとうございました。 （平成20年2月29日現在）

社資総額 …………………………………………13,860,964円

日本赤十字社県本部に送金し、国内外の救援活動
や区内の救急法講習会の開催、羅災世帯への災害見
舞金に充てられます。

パーティーや打合せに
ぜひ、ご利用ください。

※事前にご予約してください。

十勝小豆コーヒーフロート ……………………………… 380円
小豆ゼリー抹茶ソース …………………………………… 300円
コーヒーフロート ………………………………………… 300円
ランチメニュー …………………………………………… 700円
※パスタまたはピラフセット（サラダ、フルーツ、お飲み物付き）
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◎この広報紙は、赤い羽根共同募金の配分金により作成しています。

（氏名・団体名等は同意を頂いた受章者のみ掲載しています。敬称略　アイウエオ順）

■ボランティア活動功労
（個人）飯塚美佐子、漆原誠司、大越博子、及部みどり、

加藤八重子、黒木文夫、佐藤昌子、塩沢芳子、菅
原晃子、須斉サチ子、廣瀬和惠、福田絹子、布施
淳子、松永光枝、森　さと、渡辺みち子他２人

（団体）ありの会、県立永谷高等学校PTA成人委員会、
港南音訳ボランティアいとでんわ、港南区手話
サークル「たけの子」、港南区精神保健ボランテ
ィアグループ With、コスモス、すずかけの会、
戸塚美容組合、永谷コスモスボランティア、ば
らの会、横浜YWCA、横浜雙葉学園父母の会

■地域活動功労
（個人）大住米子、金澤　勇、栗原亮一、利根川和代、

早速　晋、姫野成示、我妻浩一
（団体）ななの会

■金品寄付活動功労
株式会社　森川商会

港南区社会福祉協議会会長・港南区長感謝受章者名簿

第27回港南区社会福祉大会を開催
拡がる地区社協活動と活動者の輪
～ふだんのくらしをしあわせに～

第27回港南区社会福祉大会を開催
拡がる地区社協活動と活動者の輪
～ふだんのくらしをしあわせに～

平成19年度　赤い羽根共同募金運動

平成19年度　日本赤十字社社資募集運動

表彰の様子

パネルディスカッションの様子

送　迎
サービス


